
庄内地区 令和６年度 推進交付金：８５０，０００円 

取組み 1  情報発信事業 

担当：庄内地区まちづくり協議会広報委員会 

 

⑴ 目的                               

地域づくりの取り組みや地域の情報を、幅広く発信することを目指します。 

 

⑵ 取組み 

ア 情報発信ツールとして、庄内地区公式ホームページ「庄内玉手箱」の管理運営

を行いました。 

 庄内玉手箱 HP アドレス 

 http://www.shonaitamatebako.com/ 

  

⑶ 今後の展開 

   より良い情報発信の仕方について検討していきます。 

 

取組み 2  非常用品等整備事業 

担当：庄内地区まちづくり協議会防災委員会 

 

⑴ 目的 

整然かつ衛生的に避難所開設・運営を行うため、最低限避難所に必要な物資を整

備します。 

 

⑵ 取組み 

仮設トイレ（椅子型便座、ポップアップテント）、処理薬剤を各１５町会へ配置

しました。 

ア 災害用物品（消耗品）の整備（198,000 円） 

排便処理剤 ＠12,000 円 ×１５箱×1.1＝１９８，０００円 

イ 災害用資機材の整備（４４２，２００円）  

   災害用トイレ一式 ＠２６，８００円 ×１５式×１．１＝４４２，２００円 

 

⑶ 今後の展開 

  避難所運営委員会の活性化を図り、各指定避難所における避難所開設・運営 

訓練を計画していきます。 

 

http://www.shonaitamatebako.com/


取組み 3  「ドリーム庄内“秋のつどい”」開催事業   

主催：ドリーム庄内実行委員会 

⑴ 目的 

万が一の有事に備え、普段から顔の見える関係（＝絆づくり）を築くことを 

目的としています。 

 

⑵ 取組み 

  今年度は、2 日間開催 

  1 日目は、雨天により庄内体育館内で手作り気球を上げ、お楽しみ会を開催。

公民館へ移動し前夜祭を行いました。約 200 名参加 

2 日目は、子どもからお年寄りまで約 500 名が参加し、運動会を庄内公園

で開催しました 

 

⑶ 今後の展開 

地区の皆さんが楽しみながら、世代を超えた交流を通じ、顔の見える関

係・絆づくりが進むよう『地域の結束力』の取り組みを続けていきます。 

 

      
 

 

 

 

 



取組み４  地域包括ケア研修事業 

主催：地域包括ケア委員会 

⑴ 目的 

高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らし続けることができるよう、庄内地区

の現状把握と課題解決を目的としています。 

 

⑵ 取組み 

今年度の「地域包括ケア研修会」では、多くの委員さんから「認知症予防」と 

「高齢者施設」について知りたいという意見が多かったので、それぞれ「懐かしい

昭和の歌で 認知症予防とリフレッシュ」「介護のはなし（施設紹介等）」と題して

研修しました。 

地域包括ケアシステム構築に向け、普段からの地域内での見守り等をする中で 

周知していきます。 

 

⑶ 今後の展開 

ア 庄内地区地域包括ケアシステムの構築に向け、必要に応じ地域住民に分かり

やすい研修・学習会を開催します。 

イ 高齢者等の困り事を助け、地域で支え合う仕組みづくりを進めます。 

 

 
 

 


